
「
十
四
歳
の
挑
戦
」
で
め
ひ
の
野
園
を
訪
れ
、

様
々
な
体
験
を
積
ん
だ
地
域
の
中
学
生
か
ら
、

心
の
こ
も
っ
た
感
謝
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

『
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
い
か
が

お
過
ご
し
で
す
か
。

先
日
は
お
忙
し
い
中
、「
社
会
に
学
ぶ
『
十
四

歳
の
挑
戦
』」
で
私
た
ち
を
温
か
く
指
導
し
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

活
動
の
初
日
で
は
、
普
段
あ
ま
り
関
わ
っ
た
こ

と
の
な
い
方
々
を
見
て
、
正
直
驚
き
や
戸
惑
い
が

大
き
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
一
日
一
日
一
緒
に
過
ご

し
て
い
く
う
ち
に
初
日
で
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
利
用
者
の
方
々
の
良
い
所
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
最
初
は
利
用

者
の
方
々
と
接
す
る
の
が
怖
か
っ
た
の
も
、
日
が

経
つ
に
つ
れ
て
接
す
る
の
が
楽
し
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

今
回
の
体
験
の
前
ま
で
は
、「
働
く
」
と
は
生

活
す
る
た
め
だ
け
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
今
回
の
体
験
で
、
障
害
が
あ
る
方
で
も
一
人

の
人
間
と
し
て
、
こ
の
社
会
で
生
活
し
て
い
け

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
も
、
働
く
と
い
う

こ
と
だ
と
改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
五
日
間
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。』

前
号
の「
編
集
後
記
」を
読
ま
れ
て
驚

か
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
32
年
間
に
わ
た
り
約
１
０
０
回

も
の
編
集
後
記
を
書
か
れ
て
き
た
中
田

匡
園
長
が
、
ま
さ
か
の
編
集
後
記
「
卒

業
宣
言
」。
後
任
に
指
名
さ
れ
た
私
に

と
っ
て
は
、
先
日
の
安
室
奈
美
恵
「
引

退
宣
言
」
以
上
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
な
り

ま
し
た
。

何
は
と
も
あ
れ
、
今
号
か
ら
は
現
在

広
報
委
員
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
私
、

岡
崎
が
編
集
後
記
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
に
ぶ
ん
浅
学
ゆ
え
気
の

利
い
た
こ
と
も
書
け
ま
せ
ん
が
、
誌
面

作
成
に
お
け
る
苦
労
話
や
こ
ぼ
れ
話
な

ど
を
紹
介
し
、
掲
載
記
事
に
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、今
号
の
表
紙
は「
14
歳
の
挑
戦
」。

14
歳
と
い
う
若
さ
に
合
わ
せ
、
ポ
ッ
プ
な

デ
ザ
イ
ン
に
し
ま
し
た
。「
最
初
は
驚
き

や
戸
惑
い
も
あ
っ
た
け
ど
、
一
緒
に
過
ご

す
う
ち
に
利
用
者
と
過
ご
す
の
が
楽
し

く
な
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
す
。

特
集
記
事
の
「
夏
祭
り
」
や
「
椎
茸
摘

み
取
り
と
寄
せ
植
え
体
験
会
」
に
も
共

通
し
ま
す
が
、「
地
域
と
の
共
生
」
と
い

う
テ
ー
マ
は
当
園
が
取
り
組
み
続
け
て
い

る
課
題
で
す
。

と
か
く
閉
鎖
的
と
言
わ
れ
が
ち
な
こ

の
業
界
で
す
が
、
地
域
と
の
交
流
を
深

め
る
イ
ベ
ン
ト
や
取
り
組
み
を
今
後
も
当

誌
面
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
岡
崎
記
）

寄
付
金
振
込
口
座
番
号

　
北
陸
銀
行
五
福
支
店
　
店
番
号
140

　
普
通
預
金
４
０
４
１
５
４
２

　
社
会
福
祉
法
人
　
め
ひ
の
野
園

富
山
市
仏
教
連
合
会

佐
藤
理
容
院

㈲
坂
東
設
備

高
栁
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

㈱
流
通
産
業

㈲
三
和
防
災
工
業

ク
レ
ハ
運
送
㈱
呉
羽
営
業
所

東
洋
ゴ
ム
北
陸
販
売
㈱

㈲
新
響
社

㈱
デ
ィ
ラ
イ
フ

㈲
ア
イ
シ
ス
テ
ム

㈱
日
本
空
調
北
陸

㈱
ダ
ス
キ
ン
北
陸
小
杉
営
業
所

宮
本
内
科
・
外
科
・
胃
腸
科
ク
リ
ニッ
ク

ホ
ー
チ
キ
㈱
富
山
営
業
所

㈲
小
林
有
機

長
　
井
　
悦
　
子

寺
田
皮
ふ
科
ひ
尿
器
科
医
院

北
陸
レ
ジ
ン
工
業
㈱

㈱
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

㈱
ユニ
オ
ン
ラ
ン
チ

山
口
書
店

呉
羽
種
苗
園

㈱
宝
来

竹
田
精
肉
店

林
商
会
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島
田
樹
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ト
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マ
デ
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タ
セ
ン
タ
ー

ニッ
タ
ン
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富
山
営
業
所
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く
れ
よ
ん
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国
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商
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サ
カ
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産
業
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㈱
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ズ
ミ
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淀
川
ラ
ン
ド
リ
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サ
ン
ウ
ッ
ド
薬
局
桃
井

石
　
橋
　
孝
　
史

㈱
ダ
イ
ド
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コ
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高
岡
営
業
所

森
産
業
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北
陸
バ
ロ
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美
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電
機
工
業
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岩
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子
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内
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店

㈲
フ
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ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
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岡
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岡
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岡
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堀
　
澤
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子
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朗
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ニ
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ョ
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富
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隆
 

高
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友
　
香
 

射
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小
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雅
　
美
 

富
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市

藤
　
井
　
利
佳
子
 

富
山
市

二
　
上
　
久
　
利
 

富
山
市

㈱
サ
プ
ラ
イ
 

富
山
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酒
　
井
　
　
　
孝
 

中
新
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眞
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高
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司
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十
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富
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一
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㈲
瀧
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富
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河
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千
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子
 

高
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河
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守
　
也
 

高
岡
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山
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す
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富
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番
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弘
 

富
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ペ
イ
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富
山
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朋
　
子
 

下
新
川
郡

奥
　
村
　
健
　
一
 

富
山
市

（
Ｈ
29・５・
8
〜
Ｈ
29・
8・
9
）敬
称
略

北
陸
銀
行
 

覚
嶋
　
秀
一

㈱
マ
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タ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
 日

下
　
　
豊

富
山
銀
行
 

桜
木
　
　
剛

 

紙
谷
　
幸
成

品
川
商
事
カ
ン
パ
ニ
ー
 

宮
崎
慎
一
郎

 

髙
木
　
一
義

ほ
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れ
の
家
　
水
橋
店
 

安
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公
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山
市
議
会
議
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博
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繊
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工
業
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安
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す
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せ
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萩
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大
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富
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大
学
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イ
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ゼ
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棚
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功
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行
 

山
本
　
義
晴

 

宮
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郎
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山
市
都
市
整
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部
 

笹
倉
　
宏
一

 

中
野
　
昭
仁
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会
お
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床
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セ
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タ
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黒
滝
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・
三
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美
由
紀

富
山
福
祉
短
期
大
学
 

竹
内
　
久
義

北
銀
リ
ー
ス
㈱
 

大
口
　
政
邦

森
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業
㈱
 

高
草
木
　
新
一

北
陸
銀
行
 

早
川
　
佳
成

 

山
室
　
諭
紀

　
富
山
県
社
会
福
祉
総
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セ
ン
タ
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飯
田
　
久
範
・
西
村
　
次
男
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オ
レ
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ジ
 

小
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泉

㈱
ト
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ー
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タ
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正
勝

 

西
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キ
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ノ
ン
シ
ス
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ア
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ド
サ
ポ
ー
ト
㈱

 

林
　
　
茂
知

日
本
海
ツ
ー
リ
ス
ト
 

竹
田
　
遥
香

北
陸
電
力
㈱
 

尾
尻
　
真
一

自
由
党
富
山
県
連
 

広
野
　
大
士

ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
 

栄
　
　
　
靖

（
Ｈ
29・５・
13
〜
Ｈ
29・７・
31
）敬
称
略

（福）（福）（福）

（
Ｈ
29・５・
11
〜
Ｈ
29・７・
31
）敬
称
略

後
援
会
振
込
口
座
番
号

　
北
陸
銀
行
五
福
支
店
　
店
番
号
140

　
普
通
預
金
４
２
５
０
５
９
０

　
め
ひ
の
野
園
後
援
会

み
し
ま
の
工
房
で
手
芸
に
挑
戦
！

や
ね
の
う
え
の
ガ
チ
ョ
ウ
で
、

製
菓
作
業
に
挑
戦
！

栽培・堆肥部門のハウスで花苗作業に挑戦！

中
　
田
　
　
　
匡
　
　

富
山
短
期
大
学

北
陸
綜
合
警
備
保
障
㈱

㈱
サ
ン
ジェッ
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㈱
サ
プ
ラ
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川
原
田
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子

㈱
リ
ビ
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山

太
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サ
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富
山
支
店

中
央
管
機
カ
ク
ユ
ー
㈱

テ
レ
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島
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油
㈱

㈲
サ
ン
・
ア
ル
ス
ア

廣
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美
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川
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販
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㈱

石
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夫

大
　
谷
　
　
　
隆

小
　
川
　
敏
　
朗

斉
　
藤
　
　
　
篤

竹
　
本
　
潔
　
史

八
　
木
　
信
　
一

山
　
口
　
城
　
弘

北
陸
ビ
ジ
ネ
ス
福
祉
専
門
学
校

じ
ろ
う

ア
ル
ビ
ス
㈱
呉
羽
東
店

㈱
大
阪
屋
シ
ョッ
プ
呉
羽
店

㈲
瀧
味
堂

西
金
屋
自
治
会

髙
　
山
　
清
　
志

花
木
自
治
会

日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
福
祉
専
門
学
校

（1）　第113号　平成29年10月16日 第113号　平成29年10月16日 　（8）



今回の職員

遠方に富山湾、新湊大橋を望み、「見晴らしが良い」と評判の「つまま寮」。

爽やかな秋空の下で行われた開所式でのテープカット
「寮内はシンプルな構造にすることでこだわり
にくくなっている」と濱井主任。

大勢のお客様で賑わった模擬店会場。「飛騨地鶏」の
串焼き、カレーは行列ができるほどでした。

「よ～く狙って…」。見事！ホールインワン！
民謡歌手長岡すみ子さんの素晴らしい
歌声が会場を魅了しました。

夜空を彩る花火をみんなで見上げました。

Ｑ
． 「
つ
ま
ま
寮
」の
名
前
の
由
来
は
？

|
| 

め
ひ
の
野
園
の
事
業
所
の
名
前
は
ど
れ
も

万
葉
集
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。「
つ
ま
ま

寮
」
は
万
葉
歌
人
・
大
伴
家
持
の
一
首
「
磯
の

上
の
　
都
万
麻
（
つ
ま
ま
）
を
見
れ
ば
　
根
を

延
え
て
　
年
深
か
ら
し
　
神
さ
び
に
け
り
」

（
海
辺
の
岩
の
上
に
立
つ「
つ
ま
ま
」を
見
る
と
、

根
が
が
っ
ち
り
と
張
っ
て
、
見
る
か
ら
に
年
を

重
ね
て
い
る
よ
う
だ
。な
ん
と
も
神
々
し
い
こ

と
だ
）か
ら
引
用
し
、「
利
用
す
る
彼
ら
が
、
こ

の
呉
羽
の
地
に
が
っ
ち
り
と
根
を
張
っ
て
生

活
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．  

自
閉
症
に
特
化
し
た
造
り
と
は
具
体
的
に

は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

|
| 

自
閉
症
の
方
は「
視
覚
的
な
情
報
に
強
い
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、
目
で
見
て
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
、
部
屋
の
ド
ア
を
色
分
け

し
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、
こ
だ
わ
り
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
ゴ
ミ
が
取
り
出
せ
な
い
ポ
ス
ト
式

の
ゴ
ミ
箱
や
、壁
紙
を
用
い
て
い
な
い
壁
な
ど
、

う
さ
か
寮
改
築
の
際
に
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、
利
用
者
の
特
性
を
考

慮
し
て
、
ド
ア
の
消
音
部
品
を
埋
め
込
み
式
に

し
た
り
、
ド
ア
が
外
れ
な
い
よ
う
ス
ト
ッ
パ
ー

を
設
置
し
た
り
し
て
い
ま
す
。や
ぶ
な
み
の
家

具
部
門
特
製
の
イ
ス
は
、
気
に
な
る
よ
う
な
部

分
を
極
力
な
く
し
た
シ
ン
プ
ル
な
造
り
で
お

気
に
入
り
の
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、防
犯
面
を
考
慮
し
て
、玄
関
は
オ
ー
ト

ロ
ッ
ク
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。つ
ま
ま
寮
で
は
、

鍵
を
使
え
る
方
、
使
え
な
い
方
が
一
緒
に
生
活

し
て
い
ま
す
が
、
鍵
を
使
え
る
方
の
個
別
の
ス

ペ
ー
ス
と
、
鍵
が
無
く
て
も
自
由
に
利
用
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
に
分
け
て
あ
る
こ
と
で
、
よ
り
自

由
で
快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
新
た
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

男
女
別
の
仕
切
り
が
必
要
な
時
な
ど
は
、
こ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

Ｑ
．  

利
用
者
の
反
応
は
ど
う
で
す
か
？

|
| 

鍵
を
か
け
る
な
ど
の
新
し
い
ル
ー
ル
も

あ
り
ま
す
が
、
暮
ら
し
や
す
く
す
る
た
め
の
も

の
な
の
で
反
応
は
良
く
、
楽
し
そ
う
で
す
。た

ま
に
鍵
の
か
け
忘
れ
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、

今
後
の
練
習
で
す
ぐ
に
改
善
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
障
害
の
程
度
に
差
が
あ
っ

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
適
し
た
支
援
が
提

供
さ
れ
る
こ
と
で
、
７
名
が
一
つ
屋
根
の
下
で

不
自
由
な
く
暮
ら
し
て
い
け
る 

|
|  

こ
の
実

現
は
ひ
と
え
に
め
ひ
の
野
園
が
こ
れ
ま
で
に

培
っ
て
き
た
自
閉
症
者
へ
の
専
門
的
な
支
援

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．  

今
後
の
展
望
は
？

|
| 

め
ひ
の
野
園
で
は
第
二
期
、
第
三
期
と
新

し
い
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
を
計
画
し
て

い
ま
す
。し
か
し
、
こ
れ
ら
を
次
々
と
建
て
る

こ
と
は
難
し
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。今
後

は
家
賃
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
ア
パ
ー
ト
で

生
活
を
す
る
「
サ
テ
ラ
イ
ト
事
業
」
の
活
用
な

ど
、
新
た
な
手
段
も
取
り
入
れ
つ
つ
、
利
用
者

の
生
活
の
場
が
よ
り
豊
か
に
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
会
場
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
め
ひ
の
野
園

の
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
「
喜
楽
太
鼓
」
の
和
太
鼓

演
奏
に
始
ま
り
、「
マ
ヒ
エ
ホ
ア
ラ
ウ
ナ
」の
皆

さ
ん
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
、
民
謡
歌
手
の
長
岡
す

み
子
さ
ん
の
歌
声
が
集
ま
っ
た
人
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。曲
に
合
わ
せ
利
用
者
と
地

域
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
輪
踊
り
を
踊

り
、
夏
の
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
共
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
模
擬
店
会
場
で
は
、
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な

み
の「
夏
祭
り
限
定
デ
カ
シ
イ
タ
ケ
」や
、
や
ね

の
う
え
の
ガ
チ
ョ
ウ
の
パ
ン
、
ラ
ス
ク
、
ク
ッ

キ
ー
、
か
き
氷
、
飛
騨
流
葉
牧
場
の
飛
騨
地
鶏

を
使
っ
た
串
焼
き
や
唐
揚
げ
、
カ
レ
ー
な
ど
、

め
ひ
の
野
園
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー
が
勢
ぞ
ろ
い
。

ど
れ
も
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
で
、
な
か

に
は
カ
レ
ー
を
２
杯
、
３
杯
と
お
か
わ
り
す
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
営
業
・
販
売
課
が
企
画
し
た
子
ど
も

コ
ー
ナ
ー「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー
ム
」は
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
。見
事
に
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を
決
め
て
、
景
品
を
手
に
し
た
か
わ

い
い
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　
今
年
の
夏
祭
り
・
花
火
大
会
も
昨
年
同
様
、

天
候
に
恵
ま
れ
、
地
域
か
ら
多
く
の
方
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
会
場
、
模

擬
店
会
場
と
も
に
た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
賑

わ
い
、活
気
に
満
ち
た
夏
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

お
客
様
の
笑
顔
や
、
温
か
い
言
葉
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
地
域
の
み
ん
な
が
支
え
合
い
、
共
生
で

き
る
社
会
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
一
助
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
夏
祭
り
・
花
火
大
会
の
開
催
に
当

た
り
、
多
く
の
ご
協
力
を
賜
り
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
９
月
１
日
、
め
ひ
の
野
園
の
新
た
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
つ
ま

ま
寮
」が
開
所
し
ま
し
た
。「
つ
ま
ま
寮
」は
、「
自
閉
症
の
支
援
に

特
化
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
」と
い
う
構
想
か
ら
、
３
年
前
に

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
動
き
始
め
ま
し

た
。利
用
者
の
特
性
に
配
慮
し
、
よ
り
快
適
な
生
活
の
場
を
用
意

し
よ
う
と
検
討
を
重
ね
、よ
う
や
く
完
成
に
至
り
ま
し
た
。

　
今
回
は「
つ
ま
ま
寮
」に
ま
つ
わ
る
お
話
を
、「
梨
の
木
苑
」サ
ー

ビ
ス
管
理
責
任
者
の
濵
井
秀
之
主
任
に
聞
き
ま
し
た
。

めひの野園の今日のニュースと明るい明日を紹介します！

あしたのめひのあしたのめひの
新グループホーム
「つまま寮」開所
～自閉症者への支援に
　特化した生活の場を～

第５回

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

輪
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
！

共
に
支
え
合
い
、共
生

で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

模
擬
店
も
大
盛
況
！

実
行
委
員
長
の
コ
メ
ン
ト

（
夏
祭
り
・
花
火
大
会
実
行
委
員
長
　
般
若
　
敏
雄
）

（
広
報
委
員
会
　
柴
田
　
香
菜
江
）

　
７
月
28
日
㈮
、
呉
羽
運
動
広
場
で「
め

ひ
の
野
園
夏
祭
り
・
花
火
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
場
と
し

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
夏
祭
り
。皆

さ
ん
と
一
緒
に
見
上
げ
る
夏
の
夜
空
を

彩
る
花
火
は
、
呉
羽
地
区
の
夏
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

夏夏祭り・祭り・

花火花火大会大会
２０１７２０１７
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今回の職員

遠方に富山湾、新湊大橋を望み、「見晴らしが良い」と評判の「つまま寮」。

爽やかな秋空の下で行われた開所式でのテープカット
「寮内はシンプルな構造にすることでこだわり
にくくなっている」と濱井主任。

大勢のお客様で賑わった模擬店会場。「飛騨地鶏」の
串焼き、カレーは行列ができるほどでした。

「よ～く狙って…」。見事！ホールインワン！
民謡歌手長岡すみ子さんの素晴らしい
歌声が会場を魅了しました。

夜空を彩る花火をみんなで見上げました。

Ｑ
． 「
つ
ま
ま
寮
」の
名
前
の
由
来
は
？
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め
ひ
の
野
園
の
事
業
所
の
名
前
は
ど
れ
も

万
葉
集
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。「
つ
ま
ま

寮
」
は
万
葉
歌
人
・
大
伴
家
持
の
一
首
「
磯
の

上
の
　
都
万
麻
（
つ
ま
ま
）
を
見
れ
ば
　
根
を

延
え
て
　
年
深
か
ら
し
　
神
さ
び
に
け
り
」

（
海
辺
の
岩
の
上
に
立
つ「
つ
ま
ま
」を
見
る
と
、

根
が
が
っ
ち
り
と
張
っ
て
、
見
る
か
ら
に
年
を

重
ね
て
い
る
よ
う
だ
。な
ん
と
も
神
々
し
い
こ

と
だ
）か
ら
引
用
し
、「
利
用
す
る
彼
ら
が
、
こ

の
呉
羽
の
地
に
が
っ
ち
り
と
根
を
張
っ
て
生

活
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．  

自
閉
症
に
特
化
し
た
造
り
と
は
具
体
的
に

は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？
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自
閉
症
の
方
は「
視
覚
的
な
情
報
に
強
い
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、
目
で
見
て
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
、
部
屋
の
ド
ア
を
色
分
け

し
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、
こ
だ
わ
り
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
ゴ
ミ
が
取
り
出
せ
な
い
ポ
ス
ト
式

の
ゴ
ミ
箱
や
、壁
紙
を
用
い
て
い
な
い
壁
な
ど
、

う
さ
か
寮
改
築
の
際
に
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、
利
用
者
の
特
性
を
考

慮
し
て
、
ド
ア
の
消
音
部
品
を
埋
め
込
み
式
に

し
た
り
、
ド
ア
が
外
れ
な
い
よ
う
ス
ト
ッ
パ
ー

を
設
置
し
た
り
し
て
い
ま
す
。や
ぶ
な
み
の
家

具
部
門
特
製
の
イ
ス
は
、
気
に
な
る
よ
う
な
部

分
を
極
力
な
く
し
た
シ
ン
プ
ル
な
造
り
で
お

気
に
入
り
の
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、防
犯
面
を
考
慮
し
て
、玄
関
は
オ
ー
ト

ロ
ッ
ク
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。つ
ま
ま
寮
で
は
、

鍵
を
使
え
る
方
、
使
え
な
い
方
が
一
緒
に
生
活

し
て
い
ま
す
が
、
鍵
を
使
え
る
方
の
個
別
の
ス

ペ
ー
ス
と
、
鍵
が
無
く
て
も
自
由
に
利
用
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
に
分
け
て
あ
る
こ
と
で
、
よ
り
自

由
で
快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
新
た
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

男
女
別
の
仕
切
り
が
必
要
な
時
な
ど
は
、
こ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

Ｑ
．  

利
用
者
の
反
応
は
ど
う
で
す
か
？

|
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鍵
を
か
け
る
な
ど
の
新
し
い
ル
ー
ル
も

あ
り
ま
す
が
、
暮
ら
し
や
す
く
す
る
た
め
の
も

の
な
の
で
反
応
は
良
く
、
楽
し
そ
う
で
す
。た

ま
に
鍵
の
か
け
忘
れ
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、

今
後
の
練
習
で
す
ぐ
に
改
善
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
障
害
の
程
度
に
差
が
あ
っ

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
適
し
た
支
援
が
提

供
さ
れ
る
こ
と
で
、
７
名
が
一
つ
屋
根
の
下
で

不
自
由
な
く
暮
ら
し
て
い
け
る 

|
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こ
の
実

現
は
ひ
と
え
に
め
ひ
の
野
園
が
こ
れ
ま
で
に

培
っ
て
き
た
自
閉
症
者
へ
の
専
門
的
な
支
援

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．  

今
後
の
展
望
は
？

|
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め
ひ
の
野
園
で
は
第
二
期
、
第
三
期
と
新

し
い
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
を
計
画
し
て

い
ま
す
。し
か
し
、
こ
れ
ら
を
次
々
と
建
て
る

こ
と
は
難
し
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。今
後

は
家
賃
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
ア
パ
ー
ト
で

生
活
を
す
る
「
サ
テ
ラ
イ
ト
事
業
」
の
活
用
な

ど
、
新
た
な
手
段
も
取
り
入
れ
つ
つ
、
利
用
者

の
生
活
の
場
が
よ
り
豊
か
に
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
会
場
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
め
ひ
の
野
園

の
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
「
喜
楽
太
鼓
」
の
和
太
鼓

演
奏
に
始
ま
り
、「
マ
ヒ
エ
ホ
ア
ラ
ウ
ナ
」の
皆

さ
ん
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
、
民
謡
歌
手
の
長
岡
す

み
子
さ
ん
の
歌
声
が
集
ま
っ
た
人
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。曲
に
合
わ
せ
利
用
者
と
地

域
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
輪
踊
り
を
踊

り
、
夏
の
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
共
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
模
擬
店
会
場
で
は
、
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な

み
の「
夏
祭
り
限
定
デ
カ
シ
イ
タ
ケ
」や
、
や
ね

の
う
え
の
ガ
チ
ョ
ウ
の
パ
ン
、
ラ
ス
ク
、
ク
ッ

キ
ー
、
か
き
氷
、
飛
騨
流
葉
牧
場
の
飛
騨
地
鶏

を
使
っ
た
串
焼
き
や
唐
揚
げ
、
カ
レ
ー
な
ど
、

め
ひ
の
野
園
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー
が
勢
ぞ
ろ
い
。

ど
れ
も
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
で
、
な
か

に
は
カ
レ
ー
を
２
杯
、
３
杯
と
お
か
わ
り
す
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
営
業
・
販
売
課
が
企
画
し
た
子
ど
も

コ
ー
ナ
ー「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー
ム
」は
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
。見
事
に
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を
決
め
て
、
景
品
を
手
に
し
た
か
わ

い
い
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　
今
年
の
夏
祭
り
・
花
火
大
会
も
昨
年
同
様
、

天
候
に
恵
ま
れ
、
地
域
か
ら
多
く
の
方
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
会
場
、
模

擬
店
会
場
と
も
に
た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
賑

わ
い
、活
気
に
満
ち
た
夏
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

お
客
様
の
笑
顔
や
、
温
か
い
言
葉
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
地
域
の
み
ん
な
が
支
え
合
い
、
共
生
で

き
る
社
会
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
一
助
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
夏
祭
り
・
花
火
大
会
の
開
催
に
当

た
り
、
多
く
の
ご
協
力
を
賜
り
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
９
月
１
日
、
め
ひ
の
野
園
の
新
た
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
つ
ま

ま
寮
」が
開
所
し
ま
し
た
。「
つ
ま
ま
寮
」は
、「
自
閉
症
の
支
援
に

特
化
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
」と
い
う
構
想
か
ら
、
３
年
前
に

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
動
き
始
め
ま
し

た
。利
用
者
の
特
性
に
配
慮
し
、
よ
り
快
適
な
生
活
の
場
を
用
意

し
よ
う
と
検
討
を
重
ね
、よ
う
や
く
完
成
に
至
り
ま
し
た
。

　
今
回
は「
つ
ま
ま
寮
」に
ま
つ
わ
る
お
話
を
、「
梨
の
木
苑
」サ
ー

ビ
ス
管
理
責
任
者
の
濵
井
秀
之
主
任
に
聞
き
ま
し
た
。

めひの野園の今日のニュースと明るい明日を紹介します！

あしたのめひのあしたのめひの
新グループホーム
「つまま寮」開所
～自閉症者への支援に
　特化した生活の場を～

第５回

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

輪
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
！

共
に
支
え
合
い
、共
生

で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

模
擬
店
も
大
盛
況
！

実
行
委
員
長
の
コ
メ
ン
ト

（
夏
祭
り
・
花
火
大
会
実
行
委
員
長
　
般
若
　
敏
雄
）

（
広
報
委
員
会
　
柴
田
　
香
菜
江
）

　
７
月
28
日
㈮
、
呉
羽
運
動
広
場
で「
め

ひ
の
野
園
夏
祭
り
・
花
火
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
場
と
し

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
夏
祭
り
。皆

さ
ん
と
一
緒
に
見
上
げ
る
夏
の
夜
空
を

彩
る
花
火
は
、
呉
羽
地
区
の
夏
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

夏夏祭り・祭り・

花火花火大会大会
２０１７２０１７
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三井住友銀行

私
は
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
好
き
だ
。休
日
に
は
祖
母
や
母
と

連
れ
立
って
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
出
向
き
、あ
れ
こ
れ
と
商
品
を

物
色
し
て
過
ご
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。た
ま
の
休
日
を
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
巡
り
で
終
え
た
と
し
て
も
一向
に
構
わ
な
い
し
、
む
し

ろ
充
実
し
た一日
で
あ
っ
た
と
さ
え
思
う
。

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
魅
力
は
、
ま
ず
そ
の
品
数
の
豊
富
さ
に

あ
る
。何
か
目
的
が
あ
っ
て
訪
れ
た
訳
で
は
な
い
時
で
も
あ
ち

こ
ち
に
食
指
が
動
く
。ま
た
、
商
品
の
多
様
さ
も
魅
力
の一つ
で

あ
る
。便
利
な
も
の
、安
価
な
も
の
、使
途
の
不
明
な
も
の
、あ

ら
ゆ
る
商
品
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、お
お
よ
そ
一般

的
に
需
要
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。そ
う

いっ
た
ニッ
チ
な
商
品
を
手
に
取
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
や
商
品
化

の
経
緯
を
想
像
す
る
と
、わ
く
わ
く
し
て
く
る
。ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
に
い
る
と
、消
費
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
探
り
、新
た
な
商
品

を
研
究
す
る
開
発
者
た
ち
の
溢
れ
る
熱
意
を
感
じ
る
の
だ
。

非
常
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
空
間
で
あ
る
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か

に
す
る
と
考
え
る
。私
自
身
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

日
々
の
暮
ら
し
や
仕
事
は
如
何
ほ
ど
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。毎
日
を
わ
く
わ
く
と
し
て
過
ご
す
た
め

に
、
ま
だ
ま
だ
気
が
付
い
て
い
な
い
隙
間
や
伸
び
代
が
あ
る
よ

う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

創
造
的
な
暮
ら
し
や
仕
事
を
追
求
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

現
状
に
満
足
せ
ず
、
誰
も
気
に
か
け
た
こ
と
の
な
い
場
所
に
目

を
向
け
、「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」を
実
現
し
続
け
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。拙
い
創
造
力
を
少
し
で
も
磨
く
た
め
、

ま
ず
は
毎
日
同
じ
よ
う
な
色
味
・
同
じ
よ
う
な
品
目
で
妥
協

し
て
い
る
弁
当
に
、明
日
か
ら
は
何
か
ひ
と
つ
、彩
り
を
加
え
て

み
よ
う
と
思
う
。

やねのうえのガチョウ
高緑　千苗

め
ひ
の
野
園
を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
店
を
紹
介
し
ま
す
！富山メイン

ストリート編

有限会社　寿々屋
〒930-8505  富山市総曲輪3丁目8番6号
 大和富山店地下1Ｆ
 ☎(076)-407-6620

バンブス
〒930-0044　富山市中央通り1-5-32
 ☎(076)-425-4884

富山大和地下 1 階にある焼き鳥専門
店『ゆめみ亭』にて、「飛騨地鶏ネギマ串」
「飛騨地鶏ししとう串」を販売しており
ます。
めひの野園で飼育している飛騨地鶏
の肉は、深い味わいと旨みがありますね。
ネギやししとうとの相性も良く、お客
様からも大変好評で、当店の人気商品と
なっております。
ぜひ一度、お立ち寄りください。

富山市中央通りにお店をオープンし
て昨年 40 周年を迎えました。
食パンを始め、昔ながらのあんぱんや
クリームパン、フランスパンなどのハー
ド系、クロワッサンやデニッシュ類など、
50 種類ほどのパンを焼いています。
その中でも、めひの野園の卵を使って
作るカスタードクリームを使用したパ
ンはとても人気があります。
ぜひご来店ください。

「深い味わいと旨み」が評判の、飛騨地鶏を使った「ネギマ串」、「ししとう串」。

店内はめひの野園の卵を使った「クリームパン」を始め、約50種類のパンが並ぶ。
めひの野園職員の
雑感コーナー

バンブス

摘み取った椎茸と完成した鉢植えは、
お土産として持ち帰っていただきました。

貝やビーズで飾り付け、素敵な
寄せ植えが出来ました。

栽培・堆肥部門のハウスで行われた「多肉植物寄せ植え体験」。
家族の方と相談しながら作業を進めていきます。

椎茸摘み取りの前に、作業センター
ふじなみ工場内を見学。

地
域
交
流
深
め
る
体
験
会

肉
厚
で
お
い
し
い
椎
茸
が

摘
め
た
よ
！

　
８
月
３
日
㈭
、地
域
住
民
と
の
交

流
を
深
め
、め
ひ
の
野
園
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
活
動
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、「
多

肉
植
物
寄
せ
植
え
体
験
」と
、「
椎
茸

摘
み
取
り
体
験
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
体
験
会
に
は
、地
元
地
域

か
ら
19
組
31
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。夏
休
み
中
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
親
子
連
れ
の
参
加
も
多
く
、和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
体
験

会
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、栽
培
・
堆
肥
部
門
の
ハ
ウ
ス
で

「
多
肉
植
物
寄
せ
植
え
体
験
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。栽
培
・
堆
肥
部
門
の
職
員
が
寄
せ
植

え
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
た
後
、思
い
思

い
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、寄
せ
植
え
し
て
い

き
ま
し
た
。

　
次
に
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
の
工
場

内
を
見
学
し
ま
し
た
。菌
床
椎
茸
が
で
き

る
ま
で
の
工
程
を
職
員
が
説
明
す
る
と
、

参
加
さ
れ
た
方
は
興
味
深
そ
う
な
様
子
で

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
ハ
ウ
ス
で
椎
茸
の
摘
み
取
り
が
始
ま
る

と
、「
ど
の
椎
茸
が
お
い
し
い
か
な
？
」「
こ

っ
ち
の
ほ
う
が
大
き
い
よ
」と
、皆
さ
ん
思

い
思
い
に
摘
み
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
し

て
、め
ひ
の
野
園
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
い

た
だ
き
、地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

めひのってめひのって
いいねいいね!!

有限会社
寿 々 屋
す　　　ず　　　や

す 　 ず 　 や
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三井住友銀行

私
は
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
好
き
だ
。休
日
に
は
祖
母
や
母
と

連
れ
立
って
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
出
向
き
、あ
れ
こ
れ
と
商
品
を

物
色
し
て
過
ご
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。た
ま
の
休
日
を
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
巡
り
で
終
え
た
と
し
て
も
一向
に
構
わ
な
い
し
、
む
し

ろ
充
実
し
た一日
で
あ
っ
た
と
さ
え
思
う
。

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
魅
力
は
、
ま
ず
そ
の
品
数
の
豊
富
さ
に

あ
る
。何
か
目
的
が
あ
っ
て
訪
れ
た
訳
で
は
な
い
時
で
も
あ
ち

こ
ち
に
食
指
が
動
く
。ま
た
、
商
品
の
多
様
さ
も
魅
力
の一つ
で

あ
る
。便
利
な
も
の
、安
価
な
も
の
、使
途
の
不
明
な
も
の
、あ

ら
ゆ
る
商
品
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、お
お
よ
そ
一般

的
に
需
要
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。そ
う

いっ
た
ニッ
チ
な
商
品
を
手
に
取
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
や
商
品
化

の
経
緯
を
想
像
す
る
と
、わ
く
わ
く
し
て
く
る
。ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
に
い
る
と
、消
費
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
探
り
、新
た
な
商
品

を
研
究
す
る
開
発
者
た
ち
の
溢
れ
る
熱
意
を
感
じ
る
の
だ
。

非
常
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
空
間
で
あ
る
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か

に
す
る
と
考
え
る
。私
自
身
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

日
々
の
暮
ら
し
や
仕
事
は
如
何
ほ
ど
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。毎
日
を
わ
く
わ
く
と
し
て
過
ご
す
た
め

に
、
ま
だ
ま
だ
気
が
付
い
て
い
な
い
隙
間
や
伸
び
代
が
あ
る
よ

う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

創
造
的
な
暮
ら
し
や
仕
事
を
追
求
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

現
状
に
満
足
せ
ず
、
誰
も
気
に
か
け
た
こ
と
の
な
い
場
所
に
目

を
向
け
、「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」を
実
現
し
続
け
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。拙
い
創
造
力
を
少
し
で
も
磨
く
た
め
、

ま
ず
は
毎
日
同
じ
よ
う
な
色
味
・
同
じ
よ
う
な
品
目
で
妥
協

し
て
い
る
弁
当
に
、明
日
か
ら
は
何
か
ひ
と
つ
、彩
り
を
加
え
て

み
よ
う
と
思
う
。

やねのうえのガチョウ
高緑　千苗

め
ひ
の
野
園
を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
店
を
紹
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し
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す
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富山大和地下 1 階にある焼き鳥専門
店『ゆめみ亭』にて、「飛騨地鶏ネギマ串」
「飛騨地鶏ししとう串」を販売しており
ます。
めひの野園で飼育している飛騨地鶏
の肉は、深い味わいと旨みがありますね。
ネギやししとうとの相性も良く、お客
様からも大変好評で、当店の人気商品と
なっております。
ぜひ一度、お立ち寄りください。

富山市中央通りにお店をオープンし
て昨年 40 周年を迎えました。
食パンを始め、昔ながらのあんぱんや
クリームパン、フランスパンなどのハー
ド系、クロワッサンやデニッシュ類など、
50 種類ほどのパンを焼いています。
その中でも、めひの野園の卵を使って
作るカスタードクリームを使用したパ
ンはとても人気があります。
ぜひご来店ください。

「深い味わいと旨み」が評判の、飛騨地鶏を使った「ネギマ串」、「ししとう串」。

店内はめひの野園の卵を使った「クリームパン」を始め、約50種類のパンが並ぶ。
めひの野園職員の
雑感コーナー

バンブス

摘み取った椎茸と完成した鉢植えは、
お土産として持ち帰っていただきました。

貝やビーズで飾り付け、素敵な
寄せ植えが出来ました。

栽培・堆肥部門のハウスで行われた「多肉植物寄せ植え体験」。
家族の方と相談しながら作業を進めていきます。

椎茸摘み取りの前に、作業センター
ふじなみ工場内を見学。

地
域
交
流
深
め
る
体
験
会

肉
厚
で
お
い
し
い
椎
茸
が

摘
め
た
よ
！

　
８
月
３
日
㈭
、地
域
住
民
と
の
交

流
を
深
め
、め
ひ
の
野
園
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
活
動
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、「
多

肉
植
物
寄
せ
植
え
体
験
」と
、「
椎
茸

摘
み
取
り
体
験
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
体
験
会
に
は
、地
元
地
域

か
ら
19
組
31
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。夏
休
み
中
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
親
子
連
れ
の
参
加
も
多
く
、和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
体
験

会
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、栽
培
・
堆
肥
部
門
の
ハ
ウ
ス
で

「
多
肉
植
物
寄
せ
植
え
体
験
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。栽
培
・
堆
肥
部
門
の
職
員
が
寄
せ
植

え
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
た
後
、思
い
思

い
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、寄
せ
植
え
し
て
い

き
ま
し
た
。

　
次
に
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
の
工
場

内
を
見
学
し
ま
し
た
。菌
床
椎
茸
が
で
き

る
ま
で
の
工
程
を
職
員
が
説
明
す
る
と
、

参
加
さ
れ
た
方
は
興
味
深
そ
う
な
様
子
で

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
ハ
ウ
ス
で
椎
茸
の
摘
み
取
り
が
始
ま
る

と
、「
ど
の
椎
茸
が
お
い
し
い
か
な
？
」「
こ

っ
ち
の
ほ
う
が
大
き
い
よ
」と
、皆
さ
ん
思

い
思
い
に
摘
み
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
し

て
、め
ひ
の
野
園
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
い

た
だ
き
、地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

めひのってめひのって
いいねいいね!!

有限会社
寿 々 屋
す　　　ず　　　や

す 　 ず 　 や
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作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
で
は
、
菌
床
椎
茸

の
一
貫
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
仕
込

み
・
培
養
部
門
」、「
ハ
ウ
ス
（
栽
培
）
部
門
」、「
パ

ッ
ク
部
門
」
と
３
つ
の
工
程
に
分
か
れ
、
利
用

者
は
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
合
っ
た
作
業
に
取

り
組
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

利
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
こ
と
を
活
か

し
て
生
き
生
き
と
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
行
わ
れ
て

い
る
か
紹
介
し
ま
す
。

右
の
写
真
は
仕
込
み
・
培
養
部
門
の
工
場
内

で
す
。
椎
茸
菌
が
接
種
さ
れ
た
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク

が
、
天
井
ま
で
届
き
そ
う
な
高
い
棚
に
ぎ
っ
し

り
と
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
菌

床
ブ
ロ
ッ
ク
が
等
間
隔
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

空
気
の
流
れ
を
よ
く
す
る
た
め
、
あ
る
程
度
の

間
隔
を
置
き
な
が
ら
き
れ
い
に
並
べ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
れ
だ

け
の
数
を
ひ
た
す
ら
並
べ
て
い
く
の
は
想
像
し

た
だ
け
で
大
変
で
す
。
し
か
し
、「
同
じ
こ
と

を
繰
り
返
す
作
業
」
や
、「
正
確
に
き
ち
ん
と

並
べ
る
作
業
」
は
、
ま
さ
に
自
閉
症
の
方
の
得

意
分
野
。
高
い
天
井
ま
で
均
等
に
並
べ
ら
れ
て

い
る
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
を
見
る
と
、「
こ
れ
ぞ
職

人
技
！
」
と
感
心
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
後
ハ
ウ
ス
部
門
に
運
ば
れ
た
菌
床
か
ら

は
椎
茸
が
次
々
に
生
え
て
き
ま
す
が
、
こ
こ
で

も
同
様
に
、
形
が
良
く
質
の
高
い
椎
茸
を
栽
培

す
る
た
め
に
椎
茸
同
士
が
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う

な
間
隔
で
き
れ
い
に
並
べ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

時
に
は
、間
隔
を
均
等
に
空
け
る
た
め
の
板（
ジ

グ
）
を
使
い
、
丁
寧
に
培
地
を
並
べ
る
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
利
用
者
の
得
意
な

こ
と
が
活
か
さ
れ
る
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
場

面
で
す
。

作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
で
の
作
業
は
、
主

に
工
場
内
や
ハ
ウ
ス
内
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
こ

で
は
気
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
椎
茸
生

産
に
適
し
た
温
度
と
湿
度
を
保
つ
た
め
の
設
備

が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下

で
、「
毎
日
決
ま
っ
た
作
業
に
取
り
組
め
る
」、

「
次
に
行
う
作
業
が
わ
か
る
」、「
作
業
の
終
わ

り
が
見
え
る
」
こ
と
が
、
利
用
者
に
と
っ
て
落

ち
着
い
て
作
業
に
取
り
組
め
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
、
一
人
ひ
と
り
の
利
用

者
が
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
繰
り
返
し
な
が

ら
作
業
に
取
り
組
む
|
|
こ
う
し
た
作
業
が
つ

な
が
っ
て
、
質
の
高
い
「
め
ひ
の
産
の
椎
茸
」

が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
創
設
時
に
モ
デ
ル

と
な
っ
た
の
が
、
北
海
道
の
「
お
し
ま
菌
床
き

の
こ
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
今
年
の
４
月
か
ら
作

業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
の
職
員
は
、
お
し
ま
菌

床
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
ま
で
足
を
運
び
、
改
め
て

本
物
の
技
に
実
際
に
触
れ
る
た
め
に
研
修
を
行

い
ま
し
た
。「『
も
っ
と
質
の
高
い
椎
茸
を
た
く

さ
ん
作
り
た
い
』
と
、
良
い
刺
激
と
な
っ
て
職

員
た
ち
が
頼
も
し
く
な
っ
た
。」
と
語
る
の
は

室
主
幹
。
そ
ん
な
職
員
の
姿
は
利
用
者
に
と
っ

て
も
良
い
刺
激
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
後
も
、
利
用
者
と
職
員
が
と
も
に
作
業
に

取
り
組
む
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
よ
り
質

の
高
い
め
ひ
の
産
の
椎
茸
作
り
を
目
指
し
て
突

き
進
ん
で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

め
ひ
の
野
園
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

「
合
理
的
配
慮
」に
よ
る
支
援
。「
こ
ん
な

支
援
が
あ
っ
た
の
か
！
」と
思
わ
ず
○
を

つ
け
た
く
な
る
よ
う
な
心
温
ま
る
支
援

を
紹
介
し
ま
す
。

自
閉
症
の
特
性
を
活
か
し
て

「
僕
た
ち
は
培
地
を
き
れ
い
に

並
べ
る
の
が
得
意
！
」

支援のPoint
ここが○

第５回　作業センターふじなみ
「得意なことを活かす」支援

まるまる！！

こんな支援がこんな支援が

あったあった

「
こ
こ
で
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」。

２
年
ぶ
り
の
全
国
大
会
を
目
指
し
、
意
を

決
し
て
出
場
し
た
北
陸
予
選
は
ま
さ
か
の

結
果
が
待
っ
て
い
た
。

初
回
に
１
点
を
先
制
さ
れ
た
も
の
の
、

３
回
に
中
滝
の
適
時
打
で
追
い
つ
き
、
そ

の
後
も
攻
め
続
け
た
が
、
結
局
最
後
ま
で

勝
ち
越
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
め
ひ
の
野
園
野
球
部
は
、

７
月
15
日
㈯
、石
川
県
か
ほ

く
市
で
開
催
さ
れ
た
第
35

回
全
国
社
会
福
祉
軟
式
野

球
大
会
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
予

選
大
会
に
出
場
し
た
。

　
結
果
は
、１
回
戦
で
セ
ー

ナ
ー
苑（
富
山
県
）に
１
対

２
で
敗
れ
、２
年
ぶ
り
の
全

国
大
会
出
場
を
逃
し
た
。

めひのスポーツめひのスポーツ

め
ひ
の

め
ひ
の
野球部野球部

１回戦　めひの野園　対　セーナー苑

 1 2 3 4 5 6 計

セーナー苑 1 0 0 0 0 1 2

めひの野園 0 0 1 0 0 0 1

全国社会福祉軟式野球大会北陸予選試合結果

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
た
め
、

毎
日
決
ま
っ
た
作
業
に
取
り

組
め
る

支援のPoint
ここが○

（
広
報
委
員
会
　
上
田
　
智
華
）

無
念
の
敗
戦

セ
ー
ナ
ー
苑
に
１
対
２

　
呉
羽
地
区
の
野
球
愛
好
家
が
集
い
、９
チ
ー
ム
の

総
当
た
り
戦
で
争
わ
れ
る
、第
25
回
富
山
新
聞
社
杯

争
奪
呉
羽
野
球
リ
ー
グ
戦
大
会
で
は
熱
戦
が
続
い

て
い
る
。

　
め
ひ
の
野
園
は
現
在
、５
試
合
で
４
勝
１
敗
と
健

闘
中
だ
。チ
ー
ム
の
中
で
特
に
気
を
吐
い
て
い
る
の

は
久
郷
凌
選
手（
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
）。こ
れ

ま
で
の
５
試
合
で
す
で
に
３
本
塁
打
と
勢
い
が
止

ま
ら
な
い
。「
自
主
練
で
や
っ
て
い
る
素
振
り
の
お
か

げ
で
ス
ウ
ィ
ン
グ
が
鋭
く
な
っ
た
」こ
と
が
好
調
の

理
由
だ
そ
う
。「
こ
れ
ま
で
の
チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ
し
た
キ

ャ
ラ
は
す
で
に
過
去
の
自
分
。こ
れ
か
ら
は
め
ひ
の

を
代
表
す
る
打
者
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い

く
存
在
に
な
り
た
い
」と
語
る
。

　
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

熱
戦
続
く
呉
羽
リ
ー
グ

熱
戦
続
く
呉
羽
リ
ー
グ

培地を等間隔に並べるために使っている板（ジグ）。

菌床ブロックを一つひとつ等間隔で並べます。

チャンスの度にベンチから声援を送るめひのナイン

ピンチには声を掛け合い、懸命に戦ったが･･･。

椎茸を手際よく摘み取る利用者。
「作業にやりがいを感じています！」打撃好調の久郷選手

北
陸
予
選
は
残
念
な
結
果
に
な
っ
た
ね
。
野
球
の

技
術
的
な
面
は
分
か
ら
な
い
し
、
こ
れ
と
い
っ
た
敗

因
が
な
い
ま
ま
終
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
印
象
だ
け
ど
、
強
い

て
言
う
な
ら
「
相
手
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
」
部
分
が

出
た
よ
う
に
思
う
ね
。
気
の
優
し
い
面
が
あ
っ
て
、

ど
こ
か
ゆ
ず
っ
て
し
ま
う
と
い
う
か
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
中
心
に
な
れ
る
、
い
い
意
味
で
「
自
己
中
心
的
な
」

選
手
が
い
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

今
後
は
「
貪
欲
に
勝
利
に
向
か
っ
て
一
丸
と
な
る

チ
ー
ム
」
を
目
指
し
て
欲
し
い
ね
！

セ
メ
ル
も
！

マ
モ
ル
も
！

セ
メ
ル
も
！

マ
モ
ル
も
！

東真盛の

まさか！まさか！

全
国
全
国
逃す！逃す！
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作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
で
は
、
菌
床
椎
茸

の
一
貫
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
仕
込

み
・
培
養
部
門
」、「
ハ
ウ
ス
（
栽
培
）
部
門
」、「
パ

ッ
ク
部
門
」
と
３
つ
の
工
程
に
分
か
れ
、
利
用

者
は
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
合
っ
た
作
業
に
取

り
組
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

利
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
こ
と
を
活
か

し
て
生
き
生
き
と
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
行
わ
れ
て

い
る
か
紹
介
し
ま
す
。

右
の
写
真
は
仕
込
み
・
培
養
部
門
の
工
場
内

で
す
。
椎
茸
菌
が
接
種
さ
れ
た
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク

が
、
天
井
ま
で
届
き
そ
う
な
高
い
棚
に
ぎ
っ
し

り
と
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
菌

床
ブ
ロ
ッ
ク
が
等
間
隔
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

空
気
の
流
れ
を
よ
く
す
る
た
め
、
あ
る
程
度
の

間
隔
を
置
き
な
が
ら
き
れ
い
に
並
べ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
れ
だ

け
の
数
を
ひ
た
す
ら
並
べ
て
い
く
の
は
想
像
し

た
だ
け
で
大
変
で
す
。
し
か
し
、「
同
じ
こ
と

を
繰
り
返
す
作
業
」
や
、「
正
確
に
き
ち
ん
と

並
べ
る
作
業
」
は
、
ま
さ
に
自
閉
症
の
方
の
得

意
分
野
。
高
い
天
井
ま
で
均
等
に
並
べ
ら
れ
て

い
る
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
を
見
る
と
、「
こ
れ
ぞ
職

人
技
！
」
と
感
心
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
後
ハ
ウ
ス
部
門
に
運
ば
れ
た
菌
床
か
ら

は
椎
茸
が
次
々
に
生
え
て
き
ま
す
が
、
こ
こ
で

も
同
様
に
、
形
が
良
く
質
の
高
い
椎
茸
を
栽
培

す
る
た
め
に
椎
茸
同
士
が
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う

な
間
隔
で
き
れ
い
に
並
べ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

時
に
は
、間
隔
を
均
等
に
空
け
る
た
め
の
板（
ジ

グ
）
を
使
い
、
丁
寧
に
培
地
を
並
べ
る
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
利
用
者
の
得
意
な

こ
と
が
活
か
さ
れ
る
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
場

面
で
す
。

作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
で
の
作
業
は
、
主

に
工
場
内
や
ハ
ウ
ス
内
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
こ

で
は
気
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
椎
茸
生

産
に
適
し
た
温
度
と
湿
度
を
保
つ
た
め
の
設
備

が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下

で
、「
毎
日
決
ま
っ
た
作
業
に
取
り
組
め
る
」、

「
次
に
行
う
作
業
が
わ
か
る
」、「
作
業
の
終
わ

り
が
見
え
る
」
こ
と
が
、
利
用
者
に
と
っ
て
落

ち
着
い
て
作
業
に
取
り
組
め
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
、
一
人
ひ
と
り
の
利
用

者
が
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
繰
り
返
し
な
が

ら
作
業
に
取
り
組
む
|
|
こ
う
し
た
作
業
が
つ

な
が
っ
て
、
質
の
高
い
「
め
ひ
の
産
の
椎
茸
」

が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
創
設
時
に
モ
デ
ル

と
な
っ
た
の
が
、
北
海
道
の
「
お
し
ま
菌
床
き

の
こ
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
今
年
の
４
月
か
ら
作

業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
の
職
員
は
、
お
し
ま
菌

床
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
ま
で
足
を
運
び
、
改
め
て

本
物
の
技
に
実
際
に
触
れ
る
た
め
に
研
修
を
行

い
ま
し
た
。「『
も
っ
と
質
の
高
い
椎
茸
を
た
く

さ
ん
作
り
た
い
』
と
、
良
い
刺
激
と
な
っ
て
職

員
た
ち
が
頼
も
し
く
な
っ
た
。」
と
語
る
の
は

室
主
幹
。
そ
ん
な
職
員
の
姿
は
利
用
者
に
と
っ

て
も
良
い
刺
激
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
後
も
、
利
用
者
と
職
員
が
と
も
に
作
業
に

取
り
組
む
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
よ
り
質

の
高
い
め
ひ
の
産
の
椎
茸
作
り
を
目
指
し
て
突

き
進
ん
で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

め
ひ
の
野
園
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

「
合
理
的
配
慮
」に
よ
る
支
援
。「
こ
ん
な

支
援
が
あ
っ
た
の
か
！
」と
思
わ
ず
○
を

つ
け
た
く
な
る
よ
う
な
心
温
ま
る
支
援

を
紹
介
し
ま
す
。

自
閉
症
の
特
性
を
活
か
し
て

「
僕
た
ち
は
培
地
を
き
れ
い
に

並
べ
る
の
が
得
意
！
」

支援のPoint
ここが○

第５回　作業センターふじなみ
「得意なことを活かす」支援

まるまる！！

こんな支援がこんな支援が

あったあった

「
こ
こ
で
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」。

２
年
ぶ
り
の
全
国
大
会
を
目
指
し
、
意
を

決
し
て
出
場
し
た
北
陸
予
選
は
ま
さ
か
の

結
果
が
待
っ
て
い
た
。

初
回
に
１
点
を
先
制
さ
れ
た
も
の
の
、

３
回
に
中
滝
の
適
時
打
で
追
い
つ
き
、
そ

の
後
も
攻
め
続
け
た
が
、
結
局
最
後
ま
で

勝
ち
越
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
め
ひ
の
野
園
野
球
部
は
、

７
月
15
日
㈯
、石
川
県
か
ほ

く
市
で
開
催
さ
れ
た
第
35

回
全
国
社
会
福
祉
軟
式
野

球
大
会
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
予

選
大
会
に
出
場
し
た
。

　
結
果
は
、１
回
戦
で
セ
ー

ナ
ー
苑（
富
山
県
）に
１
対

２
で
敗
れ
、２
年
ぶ
り
の
全

国
大
会
出
場
を
逃
し
た
。

めひのスポーツめひのスポーツ

め
ひ
の

め
ひ
の
野球部野球部

１回戦　めひの野園　対　セーナー苑

 1 2 3 4 5 6 計

セーナー苑 1 0 0 0 0 1 2

めひの野園 0 0 1 0 0 0 1

全国社会福祉軟式野球大会北陸予選試合結果

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
た
め
、

毎
日
決
ま
っ
た
作
業
に
取
り

組
め
る

支援のPoint
ここが○

（
広
報
委
員
会
　
上
田
　
智
華
）

無
念
の
敗
戦

セ
ー
ナ
ー
苑
に
１
対
２

　
呉
羽
地
区
の
野
球
愛
好
家
が
集
い
、９
チ
ー
ム
の

総
当
た
り
戦
で
争
わ
れ
る
、第
25
回
富
山
新
聞
社
杯

争
奪
呉
羽
野
球
リ
ー
グ
戦
大
会
で
は
熱
戦
が
続
い

て
い
る
。

　
め
ひ
の
野
園
は
現
在
、５
試
合
で
４
勝
１
敗
と
健

闘
中
だ
。チ
ー
ム
の
中
で
特
に
気
を
吐
い
て
い
る
の

は
久
郷
凌
選
手（
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
）。こ
れ

ま
で
の
５
試
合
で
す
で
に
３
本
塁
打
と
勢
い
が
止

ま
ら
な
い
。「
自
主
練
で
や
っ
て
い
る
素
振
り
の
お
か

げ
で
ス
ウ
ィ
ン
グ
が
鋭
く
な
っ
た
」こ
と
が
好
調
の

理
由
だ
そ
う
。「
こ
れ
ま
で
の
チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ
し
た
キ

ャ
ラ
は
す
で
に
過
去
の
自
分
。こ
れ
か
ら
は
め
ひ
の

を
代
表
す
る
打
者
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い

く
存
在
に
な
り
た
い
」と
語
る
。

　
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

熱
戦
続
く
呉
羽
リ
ー
グ

熱
戦
続
く
呉
羽
リ
ー
グ

培地を等間隔に並べるために使っている板（ジグ）。

菌床ブロックを一つひとつ等間隔で並べます。

チャンスの度にベンチから声援を送るめひのナイン

ピンチには声を掛け合い、懸命に戦ったが･･･。

椎茸を手際よく摘み取る利用者。
「作業にやりがいを感じています！」打撃好調の久郷選手

北
陸
予
選
は
残
念
な
結
果
に
な
っ
た
ね
。
野
球
の

技
術
的
な
面
は
分
か
ら
な
い
し
、
こ
れ
と
い
っ
た
敗

因
が
な
い
ま
ま
終
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
印
象
だ
け
ど
、
強
い

て
言
う
な
ら
「
相
手
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
」
部
分
が

出
た
よ
う
に
思
う
ね
。
気
の
優
し
い
面
が
あ
っ
て
、

ど
こ
か
ゆ
ず
っ
て
し
ま
う
と
い
う
か
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
中
心
に
な
れ
る
、
い
い
意
味
で
「
自
己
中
心
的
な
」

選
手
が
い
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

今
後
は
「
貪
欲
に
勝
利
に
向
か
っ
て
一
丸
と
な
る

チ
ー
ム
」
を
目
指
し
て
欲
し
い
ね
！

セ
メ
ル
も
！

マ
モ
ル
も
！

セ
メ
ル
も
！

マ
モ
ル
も
！

東真盛の

まさか！まさか！

全
国
全
国
逃す！逃す！

（7）　第113号　平成29年10月16日 （6）



「
十
四
歳
の
挑
戦
」
で
め
ひ
の
野
園
を
訪
れ
、

様
々
な
体
験
を
積
ん
だ
地
域
の
中
学
生
か
ら
、

心
の
こ
も
っ
た
感
謝
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

『
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
い
か
が

お
過
ご
し
で
す
か
。

先
日
は
お
忙
し
い
中
、「
社
会
に
学
ぶ
『
十
四

歳
の
挑
戦
』」
で
私
た
ち
を
温
か
く
指
導
し
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

活
動
の
初
日
で
は
、
普
段
あ
ま
り
関
わ
っ
た
こ

と
の
な
い
方
々
を
見
て
、
正
直
驚
き
や
戸
惑
い
が

大
き
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
一
日
一
日
一
緒
に
過
ご

し
て
い
く
う
ち
に
初
日
で
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
利
用
者
の
方
々
の
良
い
所
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
最
初
は
利
用

者
の
方
々
と
接
す
る
の
が
怖
か
っ
た
の
も
、
日
が

経
つ
に
つ
れ
て
接
す
る
の
が
楽
し
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

今
回
の
体
験
の
前
ま
で
は
、「
働
く
」
と
は
生

活
す
る
た
め
だ
け
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
今
回
の
体
験
で
、
障
害
が
あ
る
方
で
も
一
人

の
人
間
と
し
て
、
こ
の
社
会
で
生
活
し
て
い
け

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
も
、
働
く
と
い
う

こ
と
だ
と
改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
五
日
間
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。』

前
号
の「
編
集
後
記
」を
読
ま
れ
て
驚

か
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
32
年
間
に
わ
た
り
約
１
０
０
回

も
の
編
集
後
記
を
書
か
れ
て
き
た
中
田

匡
園
長
が
、
ま
さ
か
の
編
集
後
記
「
卒

業
宣
言
」。
後
任
に
指
名
さ
れ
た
私
に

と
っ
て
は
、
先
日
の
安
室
奈
美
恵
「
引

退
宣
言
」
以
上
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
な
り

ま
し
た
。

何
は
と
も
あ
れ
、
今
号
か
ら
は
現
在

広
報
委
員
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
私
、

岡
崎
が
編
集
後
記
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
に
ぶ
ん
浅
学
ゆ
え
気
の

利
い
た
こ
と
も
書
け
ま
せ
ん
が
、
誌
面

作
成
に
お
け
る
苦
労
話
や
こ
ぼ
れ
話
な

ど
を
紹
介
し
、
掲
載
記
事
に
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、今
号
の
表
紙
は「
14
歳
の
挑
戦
」。

14
歳
と
い
う
若
さ
に
合
わ
せ
、
ポ
ッ
プ
な

デ
ザ
イ
ン
に
し
ま
し
た
。「
最
初
は
驚
き

や
戸
惑
い
も
あ
っ
た
け
ど
、
一
緒
に
過
ご

す
う
ち
に
利
用
者
と
過
ご
す
の
が
楽
し

く
な
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
す
。

特
集
記
事
の
「
夏
祭
り
」
や
「
椎
茸
摘

み
取
り
と
寄
せ
植
え
体
験
会
」
に
も
共

通
し
ま
す
が
、「
地
域
と
の
共
生
」
と
い

う
テ
ー
マ
は
当
園
が
取
り
組
み
続
け
て
い

る
課
題
で
す
。

と
か
く
閉
鎖
的
と
言
わ
れ
が
ち
な
こ

の
業
界
で
す
が
、
地
域
と
の
交
流
を
深

め
る
イ
ベ
ン
ト
や
取
り
組
み
を
今
後
も
当

誌
面
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
岡
崎
記
）

寄
付
金
振
込
口
座
番
号

　
北
陸
銀
行
五
福
支
店
　
店
番
号
140

　
普
通
預
金
４
０
４
１
５
４
２

　
社
会
福
祉
法
人
　
め
ひ
の
野
園

富
山
市
仏
教
連
合
会

佐
藤
理
容
院

㈲
坂
東
設
備

高
栁
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

㈱
流
通
産
業

㈲
三
和
防
災
工
業

ク
レ
ハ
運
送
㈱
呉
羽
営
業
所

東
洋
ゴ
ム
北
陸
販
売
㈱

㈲
新
響
社

㈱
デ
ィ
ラ
イ
フ

㈲
ア
イ
シ
ス
テ
ム

㈱
日
本
空
調
北
陸

㈱
ダ
ス
キ
ン
北
陸
小
杉
営
業
所

宮
本
内
科
・
外
科
・
胃
腸
科
ク
リ
ニッ
ク

ホ
ー
チ
キ
㈱
富
山
営
業
所

㈲
小
林
有
機

長
　
井
　
悦
　
子

寺
田
皮
ふ
科
ひ
尿
器
科
医
院

北
陸
レ
ジ
ン
工
業
㈱

㈱
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

㈱
ユニ
オ
ン
ラ
ン
チ

山
口
書
店

呉
羽
種
苗
園

㈱
宝
来

竹
田
精
肉
店

林
商
会
㈱

㈱
島
田
樹
脂

㈱
ト
ヤ
マ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

ニッ
タ
ン
㈱
富
山
営
業
所

㈲
タ
イ
セ
イ
ツ
ア
ー
ズ

北
陸
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
㈱

く
れ
よ
ん

㈱
北
国
屋
商
店

サ
カ
ヰ
産
業
㈱

㈱
イ
ズ
ミ

㈱
淀
川
ラ
ン
ド
リ
ー

サ
ン
ウ
ッ
ド
薬
局
桃
井

石
　
橋
　
孝
　
史

㈱
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
北
陸
高
岡
営
業
所

森
産
業
㈱

㈱
北
陸
バ
ロ
ン
美
装

㈱
浪
速
電
機
工
業
所

岩
　
永
　
咲
　
子

北
陸
銀
行
富
山
丸
の
内
支
店

㈲
フ
ォ
レ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

村
　
藤
　
幸
　
作
 

富
山
市

中
　
塩
　
　
　
映
 

富
山
市

近
　
岡
　
佳
　
彦
 

富
山
市

北
日
本
放
送
㈱
 

富
山
市

小
　
野
　
千
　
文
 

富
山
市

中
央
管
機
カ
ク
ユ
ー
㈱
 

富
山
市

若
　
島
　
実
　
子
 

黒
部
市

藤
　
森
　
紀
　
子
 

高
岡
市

山
　
口
　
秀
　
了
 

富
山
市

㈱
浪
速
電
機
工
業
所
 

富
山
市

鈴
　
木
　
　
　
勇
 

富
山
市

吉
　
田
　
俊
　
子
 

富
山
市

高
　
木
　
由
紀
美
 

射
水
市

松
　
岡
　
道
　
子
 

富
山
市

室
　
谷
　
美
紀
子
 

射
水
市

輪
　
島
　
省
　
次
 

富
山
市

大
　
谷
　
　
　
隆
 

富
山
市

榊
　
　
　
利
　
之
 

富
山
市

春
　
山
　
義
　
夫
 

富
山
市

㈱
流
通
産
業
 

中
新
川
郡

金
　
山
　
五
　
月
 

富
山
市

楠
　
　
　
重
　
夫
 

富
山
市

古
　
石
　
富
美
子
 

射
水
市

村
　
石
　
　
　
篤
 

富
山
市

堀
　
澤
　
節
　
子
 

富
山
市

く
れ
は
製
菓
 

富
山
市

小
　
川
　
敏
　
朗
 

富
山
市

ニ
ッ
シ
ョ
ク
㈱
 

富
山
市

正
　
田
　
　
　
隆
 

高
岡
市

徳
　
中
　
友
　
香
 

射
水
市

小
　
林
　
雅
　
美
 

富
山
市

藤
　
井
　
利
佳
子
 

富
山
市

二
　
上
　
久
　
利
 

富
山
市

㈱
サ
プ
ラ
イ
 

富
山
市

酒
　
井
　
　
　
孝
 

中
新
川
郡

野
　
嶽
　
眞
希
子
 

高
岡
市

森
　
川
　
清
　
司
 

滑
川
市

穴
　
口
　
浩
　
康
 

滑
川
市

五
十
里
　
勇
　
征
 

富
山
市

内
　
山
　
隆
　
一
 

射
水
市

㈲
瀧
味
堂
 

富
山
市

河
　
上
　
千
枝
子
 

高
岡
市

河
　
上
　
守
　
也
 

高
岡
市

山
　
下
　
ま
す
ゑ
 

南
砺
市

久
　
郷
　
　
　
凌
 

富
山
市

番
　
定
　
信
　
弘
 

富
山
市

㈲
ク
レ
ハ
ペ
イ
ン
ト
 

富
山
市

鍋
　
島
　
朋
　
子
 

下
新
川
郡

奥
　
村
　
健
　
一
 

富
山
市

（
Ｈ
29・５・
8
〜
Ｈ
29・
8・
9
）敬
称
略

北
陸
銀
行
 

覚
嶋
　
秀
一

㈱
マ
ス
タ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
 日

下
　
　
豊

富
山
銀
行
 

桜
木
　
　
剛

 

紙
谷
　
幸
成

品
川
商
事
カ
ン
パ
ニ
ー
 

宮
崎
慎
一
郎

 

髙
木
　
一
義

ほ
ま
れ
の
家
　
水
橋
店
 

安
原
　
公
恵

富
山
市
議
会
議
員
 

村
家
　
　
博

第
一
繊
維
工
業
㈲
 

安
藤
　
　
勇

　
す
い
せ
ん
の
里
 

萩
原
　
大
貴

富
山
国
際
大
学
 

彼
谷
　
　
環

イ
ワ
イ
㈱
 

太
田
　
昭
広

富
士
ゼ
ロッ
ク
ス
北
陸
㈱
 

島
田
憲
一
郎

富
山
県
立
し
ら
と
り
支
援
学
校

 

米
原
　
孝
志

北
日
本
新
聞
 

村
上
　
文
美

ダ
イ
ワ
通
信
㈱
 

森
屋
　
　
徹

三
建
住
宅
販
売
㈱
 

坪
田
　
伊
歩

中
央
管
機
カ
ク
ユ
ー
㈱
 

棚
田
　
益
功

北
陸
銀
行
 

山
本
　
義
晴

 

宮
田
　
律
郎

富
山
市
都
市
整
備
部
 

笹
倉
　
宏
一

 

中
野
　
昭
仁
 

　
侑
愛
会
お
し
ま
菌
床
き
の
こ
セ
ン
タ
ー

 

黒
滝
　
勝
広
・
三
山
　
美
由
紀

富
山
福
祉
短
期
大
学
 

竹
内
　
久
義

北
銀
リ
ー
ス
㈱
 

大
口
　
政
邦

森
産
業
㈱
 

高
草
木
　
新
一

北
陸
銀
行
 

早
川
　
佳
成

 

山
室
　
諭
紀

　
富
山
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
 

 

飯
田
　
久
範
・
西
村
　
次
男

㈱
オ
レ
ン
ジ
 

小
林
　
　
泉

㈱
ト
ヤ
マ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
 高

野
　
正
勝

 

西
田
　
敏
晃

日
本
海
建
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